
先を見据えて対策を提言
　所属会派である川口新風会として、第１回目の緊
急事態宣言発生前から、４回にわたって意見書を提
出し、感染防止対策、市民・事業者への支援策、医
療機関等への支援策、保健所の組織の強化など、川
口市がとるべき対策について提言を行ってきまし
た。市の政策として反映されたものを表にまとめま
した。（下表、参照）
　

今後の重要事項
　今後も、以下の項目を柱に求めています。
1医療崩壊回避のための支援強化
　日々の感染のリスクに直面している医療従事者に

対して直接給付が望まれます。
2 PCR検査のさらなる拡大
　新たな感染者を減らすため、また、市民が安心し
て暮らせるためにも必要です。秩父市では、市民が
1000 円で受けられるよう助成をしています。
3所得が減少した市民・事業者への支援
　水道料金など公共料金の低所得者への減免、市税
の一時猶予などを求めています。

迅速なワクチン接種を
　ワクチン接種体制の確立は川口市が直面する喫緊
の課題です。国からの情報が少ないため、接種の最
前線に立つ市も混乱しているのが現状であり、国が
批判されるべきです。
　市に対しては、現段階では、医療関係者は優先さ
れることになっていますが、それに加えて介護従事
者など接種の必要性がたかい業種も優先して接種し
ていくことを求めています。

感染の鎮静後を見据えて
　感染症の歴史を見ると、新型コロナウイルスの感
染がおさまったのち、新たな感染症が発生すること
が想定されます。その時に、すぐに対応できるよう
感染症対応マニュアルの整備など、対応できる体制
つくりも求めています。

1 
 

令和２年５月１３日 
 
川口市長 奥ノ木 信夫様 

川口市議議員 
碇 康雄 
木岡 たかし 
こんどう ともあき 

 
川口市における新型コロナウイルス感染症の拡大防止についての要望書 

 
１ 現状 
新型コロナウイルス感染拡大防止のために、４月７日、新型インフルエンザ

等対策特別措置法に基づいて、東京都、埼玉県を含む７都府県に「緊急事態宣

言」が出されました。この緊急事態宣言は、５月４日、全国に拡大適用される

とともに、５月３１日まで延長されることとなりました。これを受けて、各都

道府県知事は、市民・事業者に対し、外出・営業の自粛要請などの措置をとっ

ています。こうした市民・事業者の努力は、「現時点では、オーバーシュートを

逃れ、新規感染者数は減少傾向に転じるという一定の成果」（新型コロナウイル

ス感染症対策専門家会議、５月１日発表、以下「専門家会議」発表という）を

あげつつあります。 
一方、自粛が継続するなかで経済活動の低迷が深刻化しており、国は、事業

者に対し、「持続化給付金」「雇用調整助成金」を給付するとともに、全国民に

対し、一律１０万円の「特別定額給付金」の支給を表明しています。また、埼

玉県は、経営上の影響を受けている事業者に対し「中小企業・個人事業主支援

金」の支給を決めるなど、都道府県においても独自の経済支援を行っています。 
川口市でも、売り上げが減少する事業者に対する「小規模事業者等事業継続

緊急支援金」の支給や市立小中・高等学校等の閉校などの取り組みを進めるほ

か、感染拡大防止のために、市民向け広報の充実、医療機関への補助、CPR 検
査センターの新設など、対策をとってきています。市内感染者数も、５月に入

ってからは１日最大３名と鈍化の傾向がみられます。 
新型インフルエンザを封じ込める見通しがたったことは、大変喜ばしいこと

です。一方で、終息にいたるまでには「長丁場を覚悟」（「専門家会議」発表）

しなければならない状況にあり、必要な感染対策を維持することは極めて重要

であり、国民が共有している危機感を失わせないよう最大限の配慮をしつつ、

経済活動、市民活動の再開をはかっていく必要があります。 
 市政に反映された主な提案

要望内容（要望日） 反映の状況

医療従事者に過度の負担にならない体制整備
−医療崩壊の防止（4/2） 医療関係者への補助金などの形で徐々に実現

1日2000名のPCR検査体制の整備（4/2) 4/30にPCR検査センター設置、さらに唾液による検査が可能に。
現在、60か所程度で実施可能。

市内事業者への給付型助成制度（4/2） 国・県の支給とは別に、市独自の給付金として実現

発熱外来の設置（4/15） 9月議会で市長が設置を表明。現在市内約90箇所。
発熱した方が医療機関にかかる窓口が格段に拡がりました。

保健所職員の増員（5/13）
7月から平常時の32名を80名体制に段階的増員。
一部他の自治体であったような感染経路の追跡をあきらめるという
事態を避けることができました。

新型コロナウィルス対策
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中距離列車の川口駅停車
　お金がかからないのであれば誰で
も停まって欲しいと思います。停車
にかかる費用を指摘して聞くと、反
対の方が多くなっています。

政策の優先順位
　公共施設など「ハードより、福祉・
教育などソフトに資金を投じるべきと
の回答が多くなっています。川口市は、
いまだに列車の停車や美術館などハー
ド優先です。そろそろ転換が必要です。

どの駅を優先すべきか
　どの駅を優先すべきか聞きました。
居住地区によって開きがありますが、
全体では、川口駅以外の駅を優先すべ
きとの声が多くなっています。

市議会は民意を反映しているか
　「どちらともいえない」との回答が 6
割を超えており、市議会の存在感の薄
さがうかがわれます。市政について、
本気の議論ができる議会づくりが急務
です。

美術館の建設検討
　現在、建設が検討されている美術館
は、　「反対」「どちらかと言えば反対」
の声が合わせて６割近くと多くなって
います。新規の施設の建設は凍結され
るべきです。

　アンケートの結果は市民の声として

反映していきます。回答してくださっ

た皆様には深く感謝いたします。

2020 年度　市民アンケート調査を実施
　市政の重要事項について、市民の声を把握するために「市民アンケート調査」を実施しま
した。合わせて54問にわたる質問の中からいくつかを紹介します。アンケート結果の詳細
は、下記のURLでご覧ください。

調査の概要

期間：2020 年７月 17 日〜 8月 7日

対象者：5,500 名（公職選挙法に定め

られた手続きに従って、無作為に抽出）

調査方法：郵送で送付

回収数は 642 通、回答率は 11.8％

【経　歴】
昭和38年　川口市生まれ（57歳）
川口市立芝南小学校、芝中学校。埼玉県立浦和高等学校、
早稲田大学政治経済学部卒業（地方自治を学ぶ）。
大学卒業後、民間シンクタンクに研究員として、環境・まちづ
くり分野の事業を担当。
環境学修士（カナダ・ヨーク大学、1996年）
政治学博士＝Ph.D（アメリカ・北イリノイ大学、2004年）

平成27年　川口市議会議員に当選。現在2期目。
総務常任委員会、都市基盤整備・防災力向上特別委員会特
別委員会 所属。川口新風会代表。
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どの駅を優先すべきか 美術館の建設検討
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